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儒教社会を生きる女性たち
―「列女」と「七去之悪」を手がかりとして―
金　　　多　希
はじめに
かつての韓国社会を生きる女性たちは、儒教社
会の体制を揺るがさないように、そして、その維
持と発展のために育てられた。つまり、儒教社会
を担う男性の従属的な存在として定められていた
女性たちは、様々な儒教規範を通して、厳格な生
き方を強いられていたのである。
そこで本論文では、様々な儒教規範の中で、当
時の人々が尊敬してやまない「列女」と、女性た
ちを縛る手引きとして活用された「七去之悪」に
焦点を当てて、女性たちが如何にして儒教的イデ
オロギーの従属的な存在として作り上げられてき
たのかについて考察を行いたい。
1．「烈」と「貞」を守り抜く「列女」
「男尊女卑」、「女必従夫」、「男女別有」、「一夫
従事」、「三従之道」などといった言葉に代表され
るように、韓国の朝鮮時代の女性たちは儒教的価
値観の中で生きていた。女性だけではない。儒教
を建国理念として掲げていた朝鮮は、上は王族か
ら下は農民に至るまで老若男女を問わず、あらゆ
る階層に儒教規範を求め、またそれをはみ出す者
は社会的に厳しく批判された。それゆえ当時の
人々は儒教規範を守るべく努力を惜しまなかった
1。
朝鮮時代、儒教の根幹となる三綱、すなわち
「忠」、「孝」、「烈」を説く『三綱行實圖』を編纂し、
国民の啓蒙に努めた。この書物は、儒教の倫理や
道徳を教える一般向け用の教育書として、1434
年、ハングルを創世した第 4 代王の世宗（1397-
1450）によって初めて出版されたものである。
世宗は当初、「忠」、「孝」、「烈」を実践した模
範となる人物を 35 名ずつ、計 105 名を取り上げ、
儒教規範の手本とした 2。ところが、第 9 代王の
成宗（1457-1494）は、この『三綱行實圖』から「烈」
と「貞」を強調した『三綱行實列女圖』を新たに
編纂した。つまり、女性教育の強化に取りかかっ
たのである。1481 年の『成宗実録』（在位 1469-
1494）にはその編纂の意図が【図 1】のように記
されている。
【図 1】『三綱行實列女圖』編纂指示記録
傳旨禮曹曰國家興亡由於風俗淳薄而正風俗
必自正家始古稱東方貞信不淫近者士族婦女或
有失行者予甚慮焉其印諺文三綱行實列女圖若
干帙頒賜京中五部及諸道使村婦巷女皆得講習
庶幾移風易俗
『成宗実録』127 巻
1481 年 3 月 24 日
国家の興亡は風俗であり、風俗を正しくす
ることは家から始めなければならない。かつ
て東方は貞を重んじ、人々は淫らでないと言
われたが、近年、失行する婦女がいることは
非常に懸念である。したがって、『三綱行實
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列女圖』を諺文（漢文に対してハングルを低
めた言葉、注釈：筆者）に変え、巷の婦女が
みな講習できるようにせよ。そうすれば、風
俗が変えられるはずである。（拙訳）
国家は家から、家は女性から成り立つ。それゆ
え女性の誤った行動は、その家の根幹を揺るがす。
よって、女性たちの行動を戒めるように、儒教の
基本的教義である「三綱五倫」3 の中でもとりわ
け女性にのみ求められた「烈」と「貞」の教えを
広めるために『三綱行實列女圖』が編纂されたの
である。当初、それまで漢文が読める王族や両班
の女性たちの間で読まれていたこの書物を、一般
女性たちも読めるように、またその内容を広く普
及させるために、ハングルを加えたのである。
このような書物が作られるようになったのは、
高麗末期、女性たちの風紀紊亂が社会問題と化さ
れたからである 4。儒教を国教に定めた朝鮮時代
に入っても依然として性的に自由な風潮があり、
政府と為政者たちはその取締りにかかっていたの
である。
朝鮮政府が編纂した『三綱行實圖』と『三綱行
實列女圖』の中の「列女」たちは、実は、中国の
「列女」であり、いずれも中国の書物から範を取っ
ていたのである。
朝鮮における『列女伝』の普及は、1404 年、
明（1368-1644）に使節に行った李至（?-1414）が、
薬材などとともに持ち込んだ『古今列女傳』（500
部）がその始まりである 5。『列女伝』とも言われ
るこの書物は、前漢王朝（紀元前 206-8）の劉向（紀
元前 77-6）が中国の古代文献に登場する 100 名
余りの女性の物語を伝記形式にまとめた中国最初
の伝記集として、儒教的な女性観を本格的に扱っ
た書物である 6。この書物を参考に朝鮮で編纂さ
れた『三綱行實列女圖』には、火事に見舞われて
も父母を待ち続け、義を守り抜いて死んだ宋恭公
婦人「伯姫逮火」をはじめ、不意に夫を亡くすと
その屍を抱いて 3 日間泣き続け、飲食を断って喪
に服した末に 20 歳で亡くなった金氏山人「金氏
同窆」などの「列女」が紹介されている。
しかし、1617 年、第 15 代王の光海君（1575-1641）
によってはじめて韓国の「列女」を取り上げた『東
國新續三綱行實圖』が編纂された。この書物には
三国時代から高麗、朝鮮時代に至るまでの韓国
の「列女」746 名（うち 714 が朝鮮時代の「列女」
である）が紹介されている。
注目すべきは【図 2】の如く、「列女」の多く
が戦場で死を以って貞操を守った女性たちが描か
れていたことである。その戦場というのは、1592
年に始まる豊臣秀吉が引き起こした、いわゆる壬
辰倭乱（文禄慶長の役）であるが、7 年間に渡っ
て激しく争ったこの戦争で、朝鮮は破壊的な被害
を受けていた。多くの人々が殺されたり、飢え死
にしたり、病気で死んだりした。田畑は荒らされ、
食べ物もなく、人間が人間の肉を食べたという話
も伝わっている 7。
【図 2】『東國三綱行實圖』
戦場で自殺した「列女」8
何よりも、戦争で儒教規範が乱れてしまい、朝
鮮政府は乱れた儒教規範を早急に再建せねばなら
なかった。その一環として刊行されたのが、国民
的修身教科書『東國新續三綱行實圖』である。
当時、朝鮮政府は財政的に困窮し、出版どころ
ではなかったが、地方の官署に負担させてまで戦
争で乱れた儒教規範を立て直すために、国民運動
として出版事業を展開させた 9。この書物には「忠」
についての記述が少なく、圧倒的に「孝」と「烈」
についての記述が多い。前述の如く、15 世紀に
作られた『三綱行實圖』には「孝」や「烈」につ
いては中国に依った例が引かれている。しかし、
『東國新續三綱行實圖』となると、全て韓国の実
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例にとって代わっている。しかも、その大半は倭
寇の物語や豊臣秀吉が朝鮮を侵略した時の物語に
なっている。例えば、日本軍によって親が殺され
そうになった時、その前に息子が立ちはだかって、
身を挺して親を救おうとしたとか、女性が犯され
そうになった時、相手を殺して操を守ったという
ような物語が大半である。
このように、壬辰倭乱直後の朝鮮政府は戦争で
破壊された国を立て直すために儒教規範を持ち出
していたわけであるが、その際「忠」や「孝」よ
りも、「烈」が強調された。この戦争以後、「列女」
として表彰された人物は 356 名で、この数字は孝
子 67 名、忠臣 11 名に比べて圧倒的に多い 10。そ
れだけに当時の朝鮮社会は「烈」を重要視してい
たことが分かる。その背景には、外勢による女性
の性的被害が国家の根幹となる家父長制への恥辱
的な侵害と見做されていたからである 11。それゆ
え忠臣や孝子よりも、「列女」を多く探し出して
表彰しただけではなく、国民的修身教科書の『東
國新續三綱行實圖』にも「列女」を多数掲載し、
命の危機に瀕しながらも敵軍の性的暴力を拒否
し、抵抗した女性を称えたのである。
『東國新續三綱行實圖』は前述の『三綱行實圖』
と同様、実例を描き、そこに漢文で説明を加え、
ハングルの解説が付けられている。「列女」に関
しては、一つ目に、夫を亡くしても再婚をしない
女性を扱った「守節」、二つ目に、夫や舅姑の死
後に長年墓を見守る女性を取り上げた「廬墓」、
三つ目に、貞操を守るため自ら命を絶つ女性、あ
るいは亡くなった夫の後を追う女性、すなわち「自
殺」する女性たちを、四つ目に、舅姑など目上の
人に誠意をもって仕える女性たちを扱った「捧
養」、五つ目に、戦争や災害など危機に立ち向かっ
た女性を扱った「危難」の五つに分類し 12、その
内容を詳しく紹介している。具体的な例をいくつ
か見てみよう。
まず、【図 3】の「崔氏守節」編には、「崔氏忠
州人興副使韓約穵婚約從征日本戰爭殁崔終身守節
事聞旋閭 13」と、戦争で婚約者が亡くなったにも
かかわらず、その家に嫁いで貞操を守った女性が
描かれている。彼女は婚約をしただけで、その婚
約者のために一生涯嫁として男性の実家で終生貞
操を守った「列女」である。
【図 3】「崔氏守節」編
また、【図 4】の「今化投崖」編には、「良女今
化鳳山郡人官奴金重連妻也從夫避倭賊于山中爲賊
所携極力拒之投崖而死今上朝旋門 14」と、戦争が
起きて夫と山へ避難したが、日本兵に烈しく抵抗
したあげく崖から身を投げた「列女」が描かれて
いる。彼女は敵兵に犯されそうになると、それを
拒み、自分の貞操を守る方法として死を選んだ。
【図 4】「今化投崖」編
そして、【図 5】の「春今自縊」編には、「良女
春今開城府人正兵尹先長之妻壬辰倭亂賊迫脅自縊
而死今上朝旋門 15」と、戦争中、敵に脅迫される
と、自ら首を吊って死んだ「列女」が描かれてい
る。この女性は「貞操」を守ることができなくな
ることを恐れ、死を以って節を守ったのである。
【図 5】「春今自縊」編
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このように、戦争という危機的状況の中で女性
たちは、身分を問わず身を以って「貞操」を守っ
ている。甚だしいのは、避難中の女性が船に乗り
込む時、他の男性の手に触れられただけで自ら命
を絶った女性も取り上げられている 16。これらは
当時の社会が如何に女性を儒教規範の枠にはめよ
うとしたのかを如実に示している例にほかならな
いが、問題は戦争という非常事態のみならず、普
段の生活においても「貞節」は命に匹敵するほど
守らねばならない重大な規範であった。チェ・ギ
スク氏は「貞操」を守るために命を絶つ女性たち
の生き方について次のように指摘している。
朝鮮時代に女性の自殺が文化的な流行のよ
うに広がった事例がある。夫を失った女性た
ちの自決である。夫を失い、後を追って死ぬ
女性には、戦乱の時、国家のために命を捧げ
た忠臣に献詞なる「烈」の称賛が下りた。死
を以って貞節を守る女性たちを列女と呼称す
るのは自殺を公認する社会的激励であった。
（中略）残された女性の自決は光栄という名
のもとに、一族を輝かせる名誉の象徴として
擁護された。そうした文化的文脈の中で未亡
人の自殺はもはや個人の選択でなく、むしろ
社会的強要であると言える。朝鮮時代の女性
に「烈」は死を以って守らなければならない
倫理的価値であった。（中略）女性の命は個
人のもの以前に社会的かつ政治的な管理の対
象であった 17。（拙訳）
死を以って「烈」と「貞」を守り抜く女性たち
を、朝鮮社会は「列女」という名のもとで賞賛し、
その一族には国から「紅箭門」や「烈女碑」、「烈
女門」などが下賜された。その名誉は一族のみな
らず、村全体の光栄と自慢となった。それゆえ朝
鮮各地から「列女」を推薦する上疏が後を絶たな
かったという。1444 年の『世宗実録』に掲載さ
れた節義を守った「列女」に「烈女門」を下賜せ
よと訴える上疏文からそのような状況が見て取れ
る。
議政府啓全羅道潭陽人禹氏夫死奉養其姑夜
家失火姑年老未及避而火熾人莫得救禹冒火扶
姑以出後父欲奪志禹誓死不從黃海道瑞興人小
今年十三父得狂疾自斷手指和藥飮之 父病卽
愈全羅道全州人李氏年十四而嫁十九夫亡父哀
其早寡欲奪志李逃夫家誓死不渝自以葬夫不如
禮奉姑極孝姑歿喪盡其禮南原人召史夫亡三年
哀泣不輟其父哀其早寡欲改嫁固拒不從寡居
三十餘年不食肉請皆旌門復戶以勵節義從之
『世宗実録』105 巻
1444 年 8 月 14 日
全羅道の潭陽に住む禹氏は、夫を亡くした
後姑と二人で暮らしていたが、夜中火事に見
舞われると、命を惜しまず姑を助け、再婚を
進められてもそれを拒んだ。黃海道の瑞興に
住む小今は、病気になった父のために自ら指
を切って、その血を薬に混ぜて飲ませると、
病気が治った。全羅道の全州に住む李氏は、
14 歳に嫁ぎ 19 歳で夫を亡くし、父が彼女を
連れ出して再婚させようとすると、夫の実家
に戻り、姑に孝行を尽くした。南原に住む召
史は、夫を亡くしてから 3 年間涙が止まらず、
再婚を進める父の意を拒み、30 年間未亡人
として暮らし、また肉も一切に口にしなかっ
た。（拙訳）
ここに取り上げられた「列女」たちは、いずれ
も『東国新続三綱行實図』に示された「守節」、「廬
墓」、「自殺」、「捧養」、「危難」に該当する「列女」
である。だからこそ彼女たちには「烈女門」が下
賜されたわけである。しかも、朝鮮政府は「烈」
と「貞」に忠実に生きた女性たちを表彰するにと
どまらず、他の女性の模範にすべく、その紹介を
も積極的に行っていた。その結果、【図 6・7】の
ように、韓国には「紅箭門」や「烈女碑」、「烈女
門」などが津々浦々に散在するようになったので
ある 18。
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【図 6】崇陵の「紅箭門」19
【図 7】黄婦人の「烈女門」20
2．女性を束縛する手引き「七去之悪」
朝鮮政府による国民的修身教科書『東國新續三
綱行實圖』の勧めによって「列女」が生まれ、朝
鮮各地に「列女」という存在が広く認知されるよ
うになったが、女性への儒教的教育はそれにとど
まらなかった。儒教的な女性観を確立するために、
成宗の母である昭惠王后（1437-1504）によって、
中国の『列女伝』、『女教』、『明鑑』、『小学』を参
考に編纂した『内訓』（1475）が刊行されたので
ある。また、民間でも宋時烈（1607-1689）『戒女書』
（1653）、韓元震（1682-1751）『韓氏婦訓』（1715）、
權榘（1672-1749）『内政篇』（1716-1723）、李德
懋（1741-1793）『 士 小 節 - 婦 儀 』（1775）、 趙 浚
（1346-1405）『戒女略言』（1860）、朴文鎬（1846-
1918）『女小學』（1882）など、数多くの書物が編
纂された。女性の教育のために書かれたこれらの
書物は、女性が守らねばならない様々な教えとし
て、女性を束縛する手引きとして、多く用いられ
るようになった。そして、このような書物が積極
的に進められ、また女性たちも自ら進んでそれら
を読み、儒教社会に相応しい女性になろうと努力
した。その結果、朝鮮社会には「良妻」は溢れた
が、「悪妻」はまったく存在しなくなったと張徳
順氏は、その著『韓国古典文学入門』（1982）の
中で次のように主張している。
烈女碑が津々浦々に散在している韓国に、
どうして悪妻が存在しえようか、とまず不審
に思えるかも知れないが、千姿万態の人間で
あってみれば、良妻も多いが悪妻も全くない
はずはない。（中略）儒教的な価値観からして、
悪妻とみなされる七つの規範がある。いわゆ
る七去之悪がそれである。舅姑に考ならざれ
ば、子を生まざれば、淫蕩なれば、嫉妬をす
れば、悪疾あれば、言葉多ければ、竊盜があ
れば、その妻は追い出しても構わないという
ものであり、この七箇条のうち一つでも該当
すれば、悪妻というレッテルを貼られてしま
うのである。（中略）子供を生めない罪も全
て妻にのみ責任をかぶせるといった当時の悪
妻概念はどこまでも女性にとってのみ不利で
あった。とりわけ、嫉妬をする妻は悪妻中の
悪妻と規定されていたのだから、全くもって
ナンセンスと言わざるを得ない。強烈な愛情
から生まれる嫉妬、妻にとって唯一人しかい
ない夫を独占しようとするその愛を、女性に
とって最大の悪徳と規定したからである。（中
略）韓国の歴史や文学には悪妻は存在しな
かったのであり、むしろ悪妾や悪母が存在し
たと言うべきであろう。何故ならば、本妻、
いわゆる糟糠の妻は七去の法規を犠牲的に守
らねばならず、その一方で夫はこの本妻を一
つのシンボルとして立てておいて、妾を率い
ていたからである。（中略）継母が前妻の子
供を虐待する場合は、悪母であっても悪妻で
はない。この悪母が夫にとってはむしろ良妻
となる場合もある。しかし良妻賢母という熟
語から独立性を有しているとすれば、良妻悪
母は理屈に合わない。悪妻悪母が良妻賢母と
対称される言葉である 21。
著者によると、朝鮮社会に「悪妻」、「悪女」が
存在しない、あるいは少なかった理由は、当時の
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女性には「男女別有」や「三従之道」、「女必従一」、
「内外法」という儒教規範が強要されていただけ
ではなく、その規範をはみ出した女性には「七去
之悪」が適用され、そのうち一つでも該当する場
合、その女性を家からただちに追い出すことも、
厳しく罰することも公に認められていたからであ
ると指摘している。つまり、「列女」が国家的な
次元で賞されたことと同時に、「七去之悪」に当
てはまる女性たちは国が処罰していたのである。
そうした社会に「悪女」が生まれないのは当然の
ことであろう。
その「七去之悪」とは、婦人が離婚される七つ
の条件、すなわち「不順舅姑去」、「無子去」、「淫
去」、「妬去」、「有悪疾去」、「口多言去」、「竊盜去」
を指す 22 が、その中でもとりわけ強調されてい
た項目は、張徳順氏も指摘しているように「妬去」
である 23。
次の文は当時の朝鮮社会が「嫉妬」に対して如
何に厳しい社会であったかを示す資料である。
初金寶仁妻王氏於壽親日妬其夫妓妾因憤恨
不順於其親令議政府議之右議政申槪議曰凡爲
婦道當順事舅姑不可少違其旨曲禮曰子甚宜其
妻父母不悅去子不宜其妻父母曰是善事我則子
行夫婦之禮沒身不衰金寶妻當獻壽族親尊長皆
會見夫妓妾肆其妬情突入閨房終不行獻壽之禮
其平日不爲孝順斷可知矣於七去父母不順爲首
雖與更三年喪今不順於生存之親則其可不去乎
不去則非孝也況惡疾與奸旣有可去之義則父母
不順恐重於此也此而不懲則輕慢舅姑陵蔑其夫
敗毁綱常者踵此而起矣且旣立三不去之法然又
立惡疾奸淫之去之法者以其不堪承宗祀也
『世宗実録』100 巻
1443 年 4 月 29 日
曲礼曰く、子として、妻が気に入っても両
親が気に入らないのであれば捨てるべきであ
り、妻が気に入らなくても両親が「この人は
私によく仕える」といえば、夫婦の礼を行い、
死ぬまで共にしなければならない。金寶仁の
妻は、両親に献寿する日に親族みなが集まっ
ているところ、夫の妾を見て嫉妬し、礼を行
わなかった。日頃においても親孝行に努めて
いないことが分かる。七去之悪に姑に対する
不遜を最もとするが、たとえ舅の廬墓を三年
間共にしも、今生きている姑に恭順ではない
ことで、離婚をしないと親孝行に反すること
だ。さらには病気持ちや奸詐な女も捨てるべ
きだというのに、これを懲戒しないならば舅
姑を軽く思い、その夫を陵蔑して綱常を壊す
者が相次いで現れるだろう。（拙訳）
これは、嫉妬で姑に不遜であった金寶仁の妻に
関する記述であるが、彼女は「七去之悪」の中で
も「不順舅姑去」と「妬去」によって訴えられて
いる。また、『世祖実録』（在位 1455-1468）には、
工曹判書である南怡（1441-1468）が、「妻に母親
の看病を頼むと、賤妾を追い出したら従うと、婦
道に反した行動を取ったので、新しい妻を娶りた
い」と、政府に訴えると、朝鮮政府は「七去之悪」
に該当するので新しい妻を娶っても良いと、南怡
の訴えを受け入れたと記されている 24。さらに、
『成宗実録』には愼自治の妻が「嫉妬で下女を殺
したことは七去之悪に該当するので、離婚させる
とともに彼女を庇った母親も島流しにせよ」とい
う裁判記録が記されている 25。南怡の妻と愼自治
の妻はともに両班という高い身分の女性である
が、前者は不孝と嫉妬で、後者は嫉妬による殺人
で離婚が成立された。
注目すべきは、下女を殺した女性は、本来であ
るならば殺人罪に問われるべきである。しかし、
相手の女性の身分が低いこともあって、彼女の罪
名は「嫉妬による殺人」である。つまり、彼女は
単なる殺人ではなく、「嫉妬」が原因で起きた殺
人であるがゆえに彼女自身はもちろん、彼女を
庇った母親まで処罰を受けたのである。これは女
性にとって嫉妬が如何に悪いことなのかを知らし
める判例である。
前述の宋時烈の『戒女書』には、女性が守らね
ばならない行動として「言葉と行動」、「父母への
孝行」、「婚礼の礼儀」、「夫と妻」、「母なる行動」、「親
戚と和睦」、「清廉と質素」という七つの項目が取
りあげられているが、中でも結婚した女性が慎む
べき第一の徳目として「妬去」が挙げられている。
女性が一生敬う者は夫であり、夫を仕える
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意を決することしかない。（中略）
夫を仕える際、嫉妬はもっとも慎むべき行
動であるため、妾が百人いても、妾に愛を注
いでも憤るそぶりを見せず、一層敬うことで
ある。（中略）
昔も今も世の中には嫉妬で滅びた家が多
い。嫉妬をすれば、百の善なる行動であって
も台無しになるだろうに深く警戒しなさい
26。（拙訳）
そして、韓元震（1682-1751）もその著『南塘集』
（1712）の中で「妬去」について次のように述べ
ているのである。
婦人には七去之悪があり、嫉妬はその中の
一つである。嫉妬というものは婦人にとって
最大の悪徳であり、聖人ですら恐れたもので
ある。それは心に芽生えてはならないもので、
それを犯す者は容認されない。まして陽は一
つで、陰は二つであるのが天道の「常然」で
あり、女性たちが一人の夫を崇めるのは人間
として「当然」である 27。（拙訳）
女性の「嫉妬」は家門の興亡を左右するもので
あり、女性にとって「最大の悪徳であり、聖人で
すら恐れるものである」と警戒を呼びかけている。
おわりに
以上のように見てくると、朝鮮社会では国を挙
げて「七去之悪」という儒教規範を広め、女性た
ちを「列女」にしてきたことが分かる。また、女
性たちも自分を犠牲にしてまで貞操を守ろうとし
そのような女性が賞賛され、尊敬の対象となった。
よって、当時の女性たちは、「七去之悪」など、
儒教の教えを当然のことのように受け入れてい
た。女性たちは、人間本来の様々な感情や欲望を
抑えられ、男性たちが作り上げた儒教規範を必死
に守り、国が定める女性、すなわち「良妻」にな
ろうと努めた。その結果、朝鮮社会は「悪女」の
存在しない国になってしまったのである。
しかしながら、如何に国と男性たちが、儒教社
会に相応しい女性にするために、「列女」を作り
上げ、女性たちの手本にしていても、そこからは
み出す女性たち、すなわち「悪女」と名指された
女性たちが少なからず存在した。それらについて
は、次号に譲ることとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1
 イ・ジェリョン『朝鮮礼儀思想から法の統治まで』（イェ
ムン書院、ソウル、1995）241 頁。
2
 『世宗実録』（在位 1418-1450）56 巻、1432 年 6 月 9 日
付記録。本論文で取り上げられている『朝鮮王朝実録』
は、全て「朝鮮王朝実録ホームページ（http: //sillok.
history.go.kr/）」（2012 年 9 月 23 日検索）より引用した
ものである。
3
 「三綱五倫」とは、「三綱」の君爲臣綱、父爲子綱、夫
爲婦綱と「五倫」の父子有親、君臣有義、夫婦有別、
長幼有序、朋友有信となる儒教の基本的教義である。
パク・ヤンムン『韓国人の礼儀宝鑑』（チョウングル、
ソウル、1988）65-66 頁。
4
 崔淑卿、河炫綱共著『韓国女性史』（梨大出版部、ソウ
ル、1972）304-305 頁。
5
 『太宗実録』（在位 1401-1418）8 卷、1404 年 11 月 11 日付。
6
 チョン・ジェソ編『東アジア女性の起源』（梨花女子大
学校出版部、ソウル、2002）25 頁。
7
 旗田巍編『入門朝鮮の歴史』（三省堂、1986）94-95 頁。
8
 同上、656 頁。
9
 池明観『朝鮮の歴史―現在と過去との対話』（明石書店、
1998）212-214 頁。
10
 ハン・ミョンシュク「儒教的女性観の原理論的考察」（梨
花女子大学大学院修士論文、1986）56 頁。
11
 キム・キョンミ「開化期烈女伝研究」『国語国文学　第
132 号』（国語国文学会、2002）206 頁。
12
 李永植「朝鮮前期孝子・烈女とその類型」（韓国教員大
学大学院修士論文、2002）33 頁。
13
 国学刊行会編著『東國三綱行實圖』（民俗苑、ソウル、
1998）35 頁。
14
 同上、756 頁。
15
 同上、735 頁。
16
 崔淑卿・河炫綱共著、前掲（註 4）305 頁。
17
 チェ・ギスク『処女鬼神』（文学ドンネ、ソウル、
2010）100-101 頁。
18
 1984 年現在、韓国に残されている烈女門などの記念施
設は 4,352 個が残っている。「孝子碑 · 烈女門など 孝 ·
烈行記念施設　全国に 4352 個」（『東亜日報』1984 年 5
月 10 日 6 面）。
19
 朝鮮王朝 18 代王顯宗（1641-1674) と王妃である明聖王
后（1642-1683) 金氏の陵墓。「一夫一妻守った純情、死
生決断党派争いに‘頭を抱える’」（『週刊東亜』758 号、
2010 年 10 月 18 日）80 頁。
20
 19 世紀黄婦人の烈女門（45 号）。韓国民俗村学芸研究
室編『韓国民俗村　Korean Folk Village』（韓国民俗村、
ソウル、2005）45 頁。
21
 張徳順著、姜漢永訳『韓国古典文学入門』（国書刊行会、
1982）235-236 頁。
22
 イ・スグァン『朝鮮を揺るがした一六恋愛事件』（ダサ
ンチョダン、ソウル、2007）176 頁。
23
 趙恵貞著、春木育美翻『韓国社会とジェンダー』（法政
大学出版局、2002）31 頁。
24
 『世祖実録』46 巻、1468 年 5 月 25 日。
儒教社会を生きる女性たち
116
25
 『成宗実録』49 巻、1474 年 11 月 2 日。
26
 金鐘權『内訓・戒女書』（明文堂、ソウル、1986）200-
201 頁。
27
 韓元震著、ハン・ウォンジン翻『南塘集　15 巻』（韓
国文集叢刊、ソウル、1998）202 頁。
参考文献
〈日本語〉
李泰鎮著、六反田豊訳（2000）『朝鮮王朝社会と
儒教』法政大学出版局 
姜在彦（1984）『近代朝鮮の思想』未来社
―――（1992）『日本による朝鮮支配の 40 年』朝
日新聞
―――（1993）『朝鮮の歴史と文化』明石書店
―――（1996）『朝鮮の儒教と近代』明石書店
金東旭（1983）『韓国の伝統思想と文学』成甲書
房
池明観（1998）『朝鮮の歴史―現在と過去との対話』
明石書店
張徳順著、姜漢永訳（1982）『韓国古典文学入門』
国書刊行会
趙恵貞著、春木育美翻（2002）『韓国社会とジェ
ンダー』法政大学出版局
旗田巍編（1986）『入門朝鮮の歴史』三省堂
朴順伊（2010）『アジア文化と文学思想』文真堂
〈韓国語〉
イ・ジェリョン（1995）『朝鮮礼儀思想から法の
統治まで』イェムン書院
イ・スグァン（2007）『朝鮮を揺るがした一六恋
愛事件』ダサンチョダン
韓国民俗村学芸研究室編（2005）『韓国民俗村　
Korean Folk Village』韓国民俗村
金鐘權（1986）『内訓・戒女書』明文堂
キム・ミヨン（2004）『儒教文化と女性』サルリ
ム
国学刊行会編著（1998）『東國三綱行實圖』民俗
苑
チェ・ギスク（2010）『処女鬼神』文学ドンネ
崔淑卿、河炫綱共著（1972）『韓国女性史』梨大
出版部
チョン・ジェソ編（2002）『東アジア女性の起源』
梨花女子大学校出版部
韓元震著、ハン・ウォンジン翻（1998）『南塘集
　15 巻』韓国文集叢刊
パク・ヤンムン（1988）『韓国人の礼儀宝鑑』チョ
ウングル
謝辞
本論文を執筆するに当たって、終始ご指導ご鞭
撻を頂きました丁貴連教授に心より感謝致しま
す。
金　　　多　希
117儒教社会を生きる女性たち
유교 사회를 살아가는 여성들
―「열녀」와 「칠거지악」을 중심으로―
Korean Confucianism and a woman 
−Focusing on "A virtue women " and "The seven valid causes for divorce"−
김다희
(Kim Dahee)
〈요지〉
근대 이전 , 한국 사회를 살아가는 여성들은 유교 사회의 체제를 지키기 위해 , 그리고 그 사회의 유지와 
발전을 위해 살아갔다 . 즉 , 종속적인 존재로서 규정되었던 여성들은 다수의 유교 규범을 통해서 엄격한 
삶을 강요받은 것이다 .
특히 , 그 중에서도 그 시대를 살아가는 많은 사람들이 존경해 마지 않는「열녀」와 여성들을 엄격히 규
제하기 위해 만들어졌던「칠거지악」은 나라를 내세운 거대한 유교적 규범이라 할 수 있다 . 
여성들에게 자신의 목숨을 희생시키면서까지 지키게 했던 정조관념으로 많은 「열녀」를 만들어 냈으며 , 
그러한「열녀」들을 대중들에게 있어서 커다란 존경의 대상으로 삼았다 . 게다가 , 자기자신의 삶에서 내
몰리지 않기 위하여 필사적으로 지켜야만 했던「칠거지악」은 그 당시 여성들에게 있어 가장 두려운 존
재로 인식되는 규범이었던 것이다 .
따라서 , 그 당시의 여성들은 그러한 가르침을 당연지사로 받아 들일 수 밖에 없었고 , 인간 본래의 감정
이나 욕망을 억누르면서 남성이 만들어 낸 유교 규범을 필사적으로 지키는 현모양처가 되도록 노력했다 . 
그리고 , 그 결과 한국의 조선 사회에는「악녀」가 존재할 수 없는 나라가 되어버렸다 .
（2013 年 11 月 1 日受理）
